
 平成 27年 1月 8日から 27日まで、益子町高齢者総合福祉計画（第 6期）のパブリックコメント

を実施した結果、次のような内容が寄せられましたので公表します。（コメントを寄せられた方 1

名） 

No 意 見 等 町の考え方 

1 第 4章 介護予防の充実について 

 

 介護予防事業の対象となる二次予防対象者

に対する事業として通所または訪問により、

要介護状態の軽減若しくは悪化の防止を目的

として、介護予防事業に資する事業を実施し

てきましたが、平成 30年度を目途に「新しい

地域支援事業」へと改正され、町では平成 29

年度の実施を目指して介護予防給付をされて

いた「訪問介護」「通所介護」を新しい総合事

業に組み入れ、それに生活支援サービスが加

わり新しい地域支援事業となります。とあり

ましたが以下の点についてお伺いします。 

 

①  平成 29 年度の実施までに要支援の認定

を受けた人達はどうなりますか。現時点で

も車椅子や機械浴の人達がいます。その人

達の予防介護給付はどうなりますか。 

②  地域支援事業に組み込まれた「通所介護

予防事業所」のサービスを受けるには 1日

あたりの費用は（介護給付無しの場合）は

どのくらいと算定していますか。 

③ 高齢者の中には日常生活支援を行ったと

しても、健康年齢期間は短いと推測され要

支援状態になったときにはどうしたらいい

のですか。在宅でも給付は受けられないの

ですか。 

 

 二次予防事業対象者に対する地域支援事業

への移行は「まちづくり基本条例」の第 13

条に抵触するものだと感じます。 

 お寄せいただきましたコメント（ご質問）

につきましては、次のように考えております。 

 

① について 

総合事業が実施されるまでの間は、現在

と変わらないサービスを受けることがで

きます。総合事業は平成 29 年度実施を目

指しています。 

② について 

事業所におけるサービスは、国の基準に

基づいて、これから町が決めていくことに

なります。 

③ について 

状態が変わったときには、要支援認定を

していただき、認定が出てから介護予防サ

ービスを受けていただくこととなります。 

 

   なお、地域支援事業は、既に法律の中

に位置づけられています。 

 

 今後、総合事業を進めていく際の参考とさ

せていただくとともに、町の広報やお知らせ

版などを通じて、町民の皆さんが必要となる

情報をお伝えしていきます。 

 

 

 

 

地域支援事業については、既に国の法律で

定められているもので、町の条例で定めるも

のではありません。 



第 4章 社会参加と生きがいづくり 

 

（1）シルバー人材センターの活用について 

  就労意欲を持ち生き甲斐を求める高齢者

がさらに増加する･･･中文省略･･･シルバー

人材センターの果たす役割は大きくなって

います。 

  現実的には益子シルバー人材センターで

の就労率は低く生きがいを求めるにはほど

遠く高齢者の小遣い稼ぎくらいにしかなっ

ていない。地域性や人口にも関連している

のだろうが業種も少なく雇用も生まれ難

い。 

例 1 県の文化財である西明寺のガイドや町

の史跡めぐりなどに登用する。（まちづく

り基本条例の第 11条にあたる） 

例２ 高齢者向けの昼食を提供する場を作り

その運営に登用する。 

例３ 他の市町村の優れたところを模倣す

る。 

 シルバー人材センターは、会員の希望と経

験・能力に応じた職種を紹介しています。今

後につきましては、更なる就業の機会や新規

業務の開拓を図っていきます。また、関係者

との連携を強化していき、自主的かつ積極的

な活動につながっていくよう支援をしていく

こととしています。 

 お寄せいただきました例 1 から例 3 の内容

につきましては、事業を実施していく上での

参考とさせていただきます。 

第 3章 2 4つの基本目標 

 

（1）社会参加と生きがいづくりの推進につ 

いて 

 

 “サロン”は肯定できるが、地域性や地理

的条件が整っているところでなくては成り

立たない。“サロン”に通える距離は一般的

には 1kmとされている。“サロン”が社会参

加と生きがいづくりの担い手になるのな

ら、町はそのための予算を組み町民が自主

的に運営できるような背景を作り、社会資

源やボランティアの育成が必要である。介

護予防のための“サロン”といえども高齢

者にはいつ何が起きても対応できるように

しなくてはならない。 

 

例 “サロン”に携わる人たちには必ず救急

法の講習を受ける。 

  高齢者の心理や共感と傾聴の技法を習得

してもらう。（まちづくり基本条例第 8条

第 2項にあたる） 

 町民の皆さんが自主的に運営していき、高

齢者の閉じこもり等を防ぎ、より多くの幅の

広い年齢層の方々が集えるよう、益子にあっ

た、益子ならではのサロンを利用される方、

ボランティアの方々、地域の皆様と共に考え

ながら整備をしていく予定です。 

 お寄せいただきましたご提案につきまして

は、事業を実施していく上での参考とさせて

ただきます。 

 


